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北海道胆振東部地震

• 発生時刻：2018年9月6日03:07

• 震源の位置：胆振地方東部 深さ37km
（通常の内陸地震にくらべ深い場所の高角逆断層が震源）

• 地震の規模：マグニチュード6.7

• 各地の震度：
震度7：厚真町

震度6強：安平町，むかわ町

震度6弱：札幌市東区，千歳市，日高町，平取町

・被害状況
人的被害：死者41人，負傷者749人

住家被害：全壊432棟，半壊1415棟

その他ライフライン等に膨大な被害ブラックアウト



震央と斜面崩壊発生地域
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幌内地区岩盤すべり

9月7日撮影
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幌内川 国土地理院 9/11撮影

約400m移動、流れ盤すべり、幌内川河道を閉塞
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恵庭：En-a
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斜面地形の形成時期
（最終氷期～後氷期）

田村（1996）を改変

ｆ,d：谷頭斜面

ｇ：下部谷壁斜面

晩氷期～後氷期に地形形成

最終氷期以前に地形形成



朝日地区のテフラ・土層すべり

9月7日撮影

下部谷壁斜面


